
はじめに

2026年がスタートして早くも20日が経過しました。
今年がどのような1年になるか、皆様はどのように予測
されているでしょうか。現在、私たちは先の見通しが非
常に立ちにくい、不透明な時代の中にいます。しかし、
このような時こそ、我々中小企業が自社の強みや価値、
自分たちの存在意義を改めて見直すべきタイミングなの
ではないかと強く感じています。本日は、株式会社クレ
イエンジニアリングが取り組んできた「付加価値」や「強
み」、そして「協創」というテーマに基づき、これまで
の歩みとこれからの展望をご報告させていただきます。
私は1962年生まれの現在63歳です。兵庫県加古川市
で生まれ育ちました。家庭環境としては、一般的なサラ
リーマンの家庭に長男として生まれ、自由奔放な父と、
教育に非常に厳しい母のもとで育ちました。小学校の頃
から勉強やしつけが厳しく、ピアノや塾など一通りの習
い事を経験しました。しかし、中学に上がると激しい反
抗期を迎え、全く勉強をしなくなり、ピアノを習ってい
た影響もありバンド活動に没頭するようになりました。
そして、楽器を購入するためのローンを返済するために
アルバイトに明け暮れる日々を送り、進学した専門学校
も中退してしまいました。振り返れば、非常に自己中心
的な考えで歩んできた時期でしたが、一方で「人と同じ
ことが嫌い」という性格や、「働くことが好き」という
気質はこの頃から育まれていたように思います。また、
当時の将来の夢はエンジニアではなく、意外にも観光バ
スの運転手でした。大きな車を自ら運転したいと子供の
頃から純粋に憧れを持っていました。

当社の事業内容についてご紹介いたします。当社は、
自動車関連部品や一般産業機器分野における生産設備を
はじめ、自動化・省力化装置の設計・製作・組立から現
地立上げまでを一貫して行う、オーダーメイドの機械設
備メーカーです。現在、当社は第34期を迎え、本社を
神戸市の神戸サイエンスパークに構え、30名弱の社員
とともに事業を展開しています。具体的な製品について
はイメージしにくい部分もあるかもしれませんが、ス
マートフォンやカーナビ、エンジン関連部品、電池、モー
ター、半導体など、皆様の身近な製品を構成する部品を
組み立てるための専用機械を、設計から製作まで一貫し
て手がけています。社内組織は、「機械設計」「電気制御」
「組立て」「資材管理・購買」「総務」の5つのグループ
で構成しています。私たちのものづくりは、まず3D 
CADを駆使して立体的な図面を起こすことから始まり
ます。その図面をもとに資材購買が部品を手配し、集まっ
た部品を組立てメンバーが形にしていきます。そして最
後に電気制御チームが、機械に魂を吹き込むようにプロ
グラムを組み込み、動くように仕上げるのです。
実際の例を挙げると、車載用モーターの組み立て設備
などがあります。また、倉庫や物流関連のお客様向けに
は、ロボットを活用した自動化設備の開発にも取り組ん
でいます。例えば、人が重い紙袋を持ち上げてパレット
に積み付けるといった、身体的負荷の大きい作業を、ロ
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■事業内容および企業の沿革

当社会保険労務士事務所は、2022年3月個人事務所
として開業しました。いわゆる社会保険労務士業を主と
して事業展開をしております。合わせて、採用定着支援
業を立ち上げ、今後拡大を進めていきたく考えておりま
す。社員数は3名（うちパート1名）です。

■経営理念（経営指針）の成文化について

顧問先様と打ち合わせをさせていただく中で、今後どの
ような事業展開を考えられているのか、その先でどのよう
な人材が必要であるかを相談する際、明確な回答をいた
だけない、こちらからも具体的に提案ができない場面によ
く巡り合いました。そのため、入会前より経営理念の必要
性を感じていました。同友会に入会し、成文化セミナーが
あることを知ってからはできるだけ早く受講したいと思って
おりました。そして、時間は作るものだと思い、69期の指
針づくり勉強会に参加しました。
いざ受講が進むにつれ、課題はそれほど苦なく、表面
的には取り繕うことができていました。しかしながら、なぜ
この事業をしているのか、そんな本質的なところが抽象的
で、全く表出化させられませんでした。そのような中、ケ
イローの方々に自身の幼少期まで掘り返していただきまし
た。どのような岐路で何を選択し、現在に至っているのか。
その結果として今の事業を展開していること、経営理念に

つながっていることを再認識し、使命としてこの事業に取
り組んでいるのだと思えるようになりました。最終日には納
得のいくものとなりました。
1回目の発表会を期首早々に実施し、社員の皆さんにこ

の仕事の意義、やりがいを多少は共有できたかなと思い
ます。とりあえず形を作ったという程度かもしれませんが、
何かあったとき、方向性に悩んだときは指針書に立ち返っ
ていただく、そんな仕事の際のよりどころとなるように、こ
れから磨き上げていきたいと思います。今後の社員の変
化にも期待をしたいと思います。

■経営理念について

経営理念への想い
ただ単に、できるからこの仕事をやっているのではなく、

この地域をよりよくする伴走をしていることを再認識し、事
業を進めていきたいと思います。また、この思いを共有で
きる仲間を大切にし、働くことへのやりがい、幸せを共有
したいと思います。
これからの夢・抱負
人事は3階建てといわれます。1階は手続き業務、2階

は入社、教育、退職の対応、3階は戦略人事。3階の戦
略人事に重点を置くことを目標に、また、地産地働の構
築のため、ひいては魅力ある地域社会の発展につなげて
いきたいと思います。

柳井 景二（中神戸支部）VOL.235

スローガン：働く時間をやりがいと幸せの時間へ。
（目的理念）

私たちは、労務の安心と働きがいを創造することを大切にし、
ヒトから会社を幸せに強くすることを追求します。

（行動理念）
私たちは、常に目的に焦点を合わせ、自主性と積極性を大切にし、
相談しやすい環境と明確なサポートを前向きに提供します。

（福祉理念、社会理念）
私たちは、社員がそれぞれの働きがいを持つことを大切にし、
成長を実感することでより高みを目指すサイクルを築き、
サービスの質と満足度の向上へ繋げます。
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